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子型、両者の混合型の 3 種類、および取り付け角度を30。、 450 、 60。の 3 種類に設定できるようにインターフェース
を改良した。次に、歯列および顔面の形状を単純化した模型を作製し、両者に距離測定用の指標点を付与した後、イ
ンターフェースを取り付けて計測したo そして、歯列データと顔面データを I と同様の方法で同一座標系に統合した
後、両者の指標点聞の 2 点間距離を三次元データ処理ソフトウェア3D-Rugle (メディックエンジニアリング)で計
測した。
一方、多関節型触針式測長機 Micro Scribe 3D-LX (クボテック)で同指標点聞の距離を求めた。統合精度は、 Mi­
cro Scri be 3D-LX で求めた実測値を基準値と定め、統合データから求めた計測値と基準値を比較し、検討したo 計
測は各々 10回行い、 2 点間距離の平均および標準偏差を求めたO ここで、最大誤差=1 基準値の平均一計測値の平














攻合挙上により矢状面角度は初診時0.5。から1.50 と時計回りに下顎が 1 0回転しており、水平面角度は、初診時2.10 か
ら 1. 10 と反時計回りに 1 0 回転しているという定量的な値を得た。
【結論】
本システムによって、歯列と顔面の相対的位置関係が認識できるようになり、吹合治療における術前術後の定量的
な評価が可能となった。患者の術前の歯列および顔面のデータは診断の際に術者への資料として使用することができ、
術前のデータとの術後データを比較することにより、治療処置に対する評価を行うことができた。また、術前術後の
画像データは患者への説明用に利用することができた。
以上より、本システムは、校合治療および欠損補綴を行う上での有効な情報を術者に提供でき、患者に対しては、
インフォームドコンセントを確立する資料として有用であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究では、歯科臨床において、より正確な診断と術後評価の支援のため、非接触式形状計測装置を用いて上下顎
歯列と顔面の形状を個々に計測し、それらのデータを同一座標系に統合するシステムの開発を行った。そして、その
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精度の検証、歯列と顔面の位置関係の定性的、定量的な分析について検討した。
その結果、本システムは、歯列および顔面の三次元計測データを統合し、両者の相対的位置関係を明らかにできる
有用なシステムであり、歯科臨床に応用可能で‘あることが示された。
以上のことから、本研究は歯科治療を行う上で有益な情報を提示するものであり、博士(歯学)を授与するに値す
るものと認める。
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